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1．目的

　マ イク ロ ス ケ
ー

ル 実，Wt　1）
は，通常よりもス ケー

ル を小 さくして ，環境に配慮 した実験 方法 で あ る。
マ イク ロ ビ ュ レ ッ ト 2）を用 い た 中和滴定実験で は，

定量実験が可能である こ とが報告され て い る 3 〕

。

今回は，プ ラス チ ッ ク製 ビ ュ レ ッ トを用い た マ イ

ク ロ ス ケ
ー

ル 実験によ る酸化還元滴定 の 教材化 を

検討 した 。

2 ．実験方法

　高校化学の 酸化還元滴定の 実験を対象 とした。

溶液は過マ ン ガ ン酸カ リウム （約 0．020mol1L）， シ

ュ ウ酸（0．050mol／L），過酸化水素水（30％ を 100倍

に希釈）を使用 し，器具 は，ガ ラ ス 製 よ り安価なプ

ラ ス チ ッ ク製 の ピペ ッ ト（2mD ，三 方活栓，ピペ

ソ トチ ッ プ をつ けたマ イク ロ ビ ュ

レ ッ ト4 を使用 して測定した。ビ

ュ レ ッ ト台は セ ル プ レー ト とス ト

ロ
ー

を用 い る S．Thompson の 方

法 5）を参考に作成 した（図 1）。

　作製 した ビ ュ レ ッ ト台 とマ イ ク

ロ ビ ュ レ ッ トを用 い て滴定を行 っ

た 。 そ の 際，濃度値の測定だ けで

なく，実験時間，廃液量 にも着目

し
， 通常ス ケ

ー
ル で の 実験 と比較

した。

3 ．結果

　作製 した ビ ュ レ ッ ト台 を用 い て ，

図 1 ビ ュ レ ッ ト台

　　　　　　　　　　　　　　　　シ ュ ウ酸で過

マ ン ガ ン酸カ リウム の 濃度を測 定した結果，表 1

の値 とな っ た。実験操作による滴 ド量 の ばらっ き

は ほ とん ど見 られなか っ た。 また ，
ビー

カ
ー内の

廃液量 は，3 回分で 12mL とな り， 実験時問 は 22

分 とな っ た。通 常ス ケ
ー

ル で 実験を行 っ た結果 は，

表 2 とな り，ビー
カ
ー

内 の廃液量 は ，129mL で

あっ た。本法 で は ， 実験時間はあま り変わ らず，

廃液量 は約 1／10 倍になっ た。

マ イクロ ス ケー
ル 毛 回 目 2回 目 3 回 目 平 均

滴下量（mL ） U 〕051 ．0101 加 51 ．007

KMnO 、の 濃度

（x1 〔y2mol／D1
．9901 ．9801 ，ggo1 ．987

表 1　マ イ クロ ビ ュ レ ッ トを用い て行 っ た測 定値 と濃度

通常ス ケール 1回 目 2 回 目 3回 目 平 均

滴下 量（mL ） 10．19010 ．12010 ．09010 ．133

KMnO ・の濃度

（x10
−2mol

／D1
．9631 ．9761 ，9821 ．974

表 2 通 常ス ケ
ー

ル で行 っ た 測定値 と濃度

4 ．考察

　本研究は，プ ラス チ ッ ク製の ビ ュ レ ッ トを用 い

て酸化還元滴定の 教材開発 とビ ュ レ ッ ト台の 作製

を行 っ た 。
ス ケール を小 さくして も正 確に濃度が

算出で き，こ れ は高校の実験で も十分に使える と

考えられ る 。

5 ．今後の課題

　本研 究 で は，マ イ ク ロ スケール 実験による酸化

還元滴定は可能で あ っ たが，器具や溶掖 の 選択な

ど様 々 な改善すべ き点が あげられ る 。 今後，そ の

改善点を参考に，研究を進 め て い きたい 。
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